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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2021年７月14日に公表した2022年５月期通期の業績予想を下記の通り修正い
たしましたのでお知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

2022年5月期通期個別業績予想数値の修正（2021年6月1日～2022年5月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,800 570 620 434 87.23
今回修正予想(B) 10,084 687 755 591 118.51
増減額(B-A) 284 117 135 157
増減率(%) 2.9 20.6 21.8 36.2
（ご参考）前期実績
（2021年5月期）

9,401 824 890 616 123.97

修正の理由
　2022年５月期通期累計期間の業績につきましては、板紙事業において新型コロナウイルス感染症の感染拡大による景気
の悪化の影響が緩和され、国内の産業活動全般が正常化に向かうなかで段ボール原紙を中心とした板紙の需要も持ち直
し、販売数量が前期比6.3％増と堅調に推移したことから、売上高は予想数値を上回る見込みです。営業利益、経常利益に
ついては、増収に加えて原料である古紙の調達価格が予想を下回ったことから予想数値を上回る見込みです。加えて、保
有の意義を検証した結果、遊休資産を売却し、その売却益を特別利益に計上することから、当期純利益は予想数値を大き
く上回る見込みとなりました。
 
(注)本資料に記載されている業績予想に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成し
たものであり、実際の業績は今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。
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